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インターバンクの声 （2015 年 9 月 30 日） 
 

朝起きてから、ニューヨーク市場の株価、債券、為替、商品市況がどのよう

に動いていたのかをチェックするには、それぞれ個人差があるはずですが、

多くの方は PCを立ち上げたり、スマ―トフォン上で、或いは放送されるタイ

ミングを承知した上でテレビのニューヨーク金融市場と現在の価格を知らせ

る番組を見たりしていることでしょう。ただ、問題になるのは、値動きを示

すチャートと PCなどから得られる各種解説やテレビの市況コメントなどが、

どうしてもつじつまが合いにくいと思った時です。そのような時は、結局改

めて自分自身で寝ていた間のニューヨーク市場での値動きを検証しなければ

なりません。今朝も各種解説やニューヨーク市場レポートには、ドルの動き

がまちまちとなる中で、カナダドルや豪ドルなどの資源国通貨が上昇したと

の内容が目立ちました。これは何か資源国通貨などに影響するニュースや材

料があったに違いないと思ったのですが、取り立てて大きな材料も見当たら

ず、カナダドルや豪ドルの上昇も大したことはありません。たしかに買われ

ているのですが、これは前日にスイスの資源商社株が大幅に下落したことで、

資源国通貨も全般に大きく下落していたことによる反動でしょう。どうも最

近は、余り金融市場を深く理解していない担当者によるレポートも多く、や

はり人任せにせず自分自身の目や耳で情報を精査することが改めて大切だと

反省しています。 
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